
資料３．「こども誰でも通園制度」について 

益城町子ども・子育て会議（令和７年８月６日開催）資料 

 

１．概要 

 

国が推進する「こども未来戦略」に基づき、益城町におきましても、すべての子育て家庭への支援

を強化するため、益城町こども計画の中に乳児等通園支援事業「こども誰でも通園制度」の導入をう

たっており、令和７年度中に実施意向調査を開始し、町内保育施設との調整を行い、令和８年４月か

らの本格実施を目指しています。「こども誰でも通園制度」は、保護者の就労状況に関わらず、全ての

子どもたちが質の高い保育を受けられるよう、既存の保育施設等を活用し、一時的な預かりではなく、

定期的な通園機会を提供する新たな制度です。これにより、子どもの健全な発達を支援するとともに、

子育て中の保護者の負担軽減、孤立防止を図り、地域全体で子育てを支える環境を構築することを目

指しています。 

 

 

２．益城町における進捗状況 

  

益城町こども計画では国の算定方法に基づき、量の見込みとして、令和７年度実施個所１か所、年

間延べ利用者数２０人を計画しています。 

令和６年度に条例を制定し、令和７年７月下旬に、益城町内の認可保育施設２０園へ実施意向調査

を行い、現時点で２施設から実施の意向をいただいています。現在、国において制度の具体化が進め

られており、益城町でも、令和７年度末に試行的に事業を開始し、令和８年４月から本格実施を予定

しています。 

 

 

３．国のスケジュールとこれに伴う町のスケジュール 

 

右項フローのとおり、８月に国から本制度導入後の保育の必要量や予算を算出するための量の見込

み改正案の提示がある予定です。こども計画策定時の算定方法と大きく変更になる場合はこども計画

の量の見込みの修正が必要です。また、１１月までには国に計画の変更を行う必要があります。この

ことにより、こども計画の修正や、実施施設の認可の際には、改めて皆様に審議いただく必要がござ

います。１０月下旬又は、１２月中旬にも審議をお願いすることになる可能性がございますので、ご

協力お願いします。 
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